8-3-1　企画委員会

1. 企画委員会の予算

予算： 500,000　円
2. 主な活動の記録

(1) 委員会の開催

委員会開催回数：10回

（下表参照）

(2) 専門委員会

企画委員会では、「登録制度専門委員会（川村専門委員長）」、「標準約款専門委員会（安達専門委員長）」および「社会資本整備検討WG（見附WG長）」の３専門委員会が活動している。各専門委員会の詳細な活動内容については専門委員会の年報を参照されたい。
(3) 委員会の活動

中期行動計画における当委員会のミッションは、適正な登録制度、業法・資格法の提案、再委託制度の検討、社会資本整備に関わる提案である。これらについて引き続き検討を実施した。

① 「白書」の執筆と「要望と提案」の執筆

中期行動計画に関する企画委員会の検討の一部は「白書」及び「要望と提案」に反映させる。「白書」は龍野副委員長、柿沼委員が参加しているが、今回は大幅な修正を行わず、部分的な変更を行った。「要望と提案」では、企画委員会が関与していた著作権に関わる事項が削除されたため、6月以降これに関する審議は実施していない。
② 企画委員会の討議事項

(2)で述べた3専門委員会の検討事項を審議した。
標準約款専門委員会は、契約約款研究会と協力して、知的財産権・瑕疵担保・再委託など契約約款に関する課題を明確にするためのアンケートを主として検討した。この研究会では専門家として中建審委員である大森弁護士を顧問にお願いし、適宜、報告・相談をしている。アンケートの整理ができた部分は既に公表している。今後、さらに研究会と連携して議論を深めていく予定である。
登録制度専門委員会では、建設コンサルタント登録規定、業法・資格法の検討を行っている。業法・資格法の議論は今後の専門委員会の検討を待つことになる。登録制度については、その検討結果を常任委員会等に報告し、適宜判断を仰ぎながら検討を進めている。詳細は当該専門委員会の活動を参照のこと。

「社会資本整備検討WG」では、社会資本整備に関わる提言としてリーフレットの作成を中心に検討を進めてきた。WGへは全企画委員が参加し、「生命を守るシリーズ」として4種のリーフレットの一次案を作成した。常任委員会等を通じて照会してきたが、今後ブラッシュアップした結果を再度常任委員会等で議論し、印刷および配布まで到達することを目標にしている。　　　　　
3. 次年度の活動について

上記事項を継続して検討する｡

（企画委員会委員長　村田　和夫）
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